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「曩経まつり」の圏幕です．8 月13 日 ．歩行者天国や

盆踊り大会が藤田商店街で行われ ．多く の人でにぎわい

まし た．日中は露天や流し ソーメン 、餅つき大会 ．ゲー

ムなどの楽しい イベントが繰り広げられ ．夜はミスゆか

たコン テストの催し で盆踊り大会を盛り上げ まし た．

14 日にはいたずらな小雨のもと ．観月台公園で灯ろう

流し 、花火大会が行われ ．国見の甕に彩りを添えました．

「義鰹まつり」は９月23 日の武者行列でフィナーレを迎

えます．

沸き立つ

国見の夏



来
年
四
月
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
に
向
け
て

要
介
護
認
定
申
請
の

受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
あ
う
介
護
保

険
制
度
が
来
年
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト

し
ま

す
。
四
月
か
ら
介

護
給
付

を
受
け
て
い
た

だ
く
に
は
。
そ
れ
ま
で
に
要
介
護
・
要
支

援
の
認
定
が
必
要
と

な
り
ま

す
。
町
で
は

認
定
申
請
の
受
付

を
九
月
二
十
日
よ
り
始

め
ま
す
。
寝
た
き
り
や

痴
ほ

う
、
虚
弱
な

ど
で

、
日

常
生
活

に
お
い
て

何
ら
か
の
介

護
や
支
援
が
必
要
な
方
は
、
申
請
を
し
て

認
定
を
受
け
て
下

さ
い
。

申
請
の
必
要
な
方

6
5歳
以
上
の
方
（
第
一
号
被
保
険
者
）

寝
た

き
り
や

痴

ほ
う

、
虚
弱

な
ど

で
、

入
浴

、

排

泄
、

食
事

な
ど

の
日

常
生
活

に
お

い
て

、
常

に
介

護
が

必

要

な
方

や
、

家

族
等
の

支
援

が
必
要

な
方

。
た

と
え

ば

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
人
所
者

○
老
人
傑
健
施
般
を
利
川
し
て
い
る
方

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
短
期
入
所
を
利
川
し
て
い
る
方

○
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
訪
問
に
よ
り
身
体
介
護
を
受
け
て

い
る
方

○
訪
問
介
護

・
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て

い
る
方

○
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
の
う
ち
、
介
護
や
支
援
を
麌

す
る
方

4
0歳
以
上
6
5歳
未
満
の
方
（
第
二

号
被
保
険
者
）

老
化
が
原
囚
と
さ
れ
る
、
次
の
卜
五
項
日
の
特
定
疾
病
に

よ
り
。
介
護
給
付
が
必
要
な
方
。

①初老期の痴ほう

②脳血管疾患

③筋萎縮性側索硬化症

④パーキンソン病

⑤脊髄小脳変性症

⑤シャイ・ドレーガー症候群

⑦穂尿病性腎症、糖尿病性網
膜症、糖尿病性神経障害

⑧閉憲性動脈硬化症

⑤慢性閉塞性肺疾恵

⑩両側の朦関節又は股関節の

薯しい変形を伴う変形性間

節症

○慢性関節リウマチ

⑩後縱靭帯骨化症

＠脊柱管狭窄症

＠骨折を伴う骨粗鬆症

⑩早老症

認定審査会委貝へ委嘱状

要介護認定の審査を行う、介護毘定審査会

委員の委嘱状交付式が､桑折町で行われ､９名

の委員の方へ委嘱状が交付されました． また、

審査会会長に鈴木捷治さん、剛

会畏に佐藤祟志さんが選出され

ました。

なお謇倣の方は次のとおりです。

◆介護認定審査会委員

敬称略(所属宵)

鈴木 齏治 （邇遮福祉会）

佐蘰 祟志 （公霆錨田病院）

鵠 啓二 （公立梟田觸

松本　 毅 （松本クリニック）

竹内 哲夫 （竹内冐飃科内科医院）

武田 欣也 （黔用胃●ね内科医院）

葦辺ケイ子 （桑断町廿会福槌協巣会）

佐舊 セン （準響 増 授 師 )

高橋 信子 （壜擴娉）

申
請
方
法

串
諸
用
紙
に
。
本
人
の
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
等
の
必
要
事
項
を
記

入
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
主
治
医

の
氏
名
、
医
療
機
関
名
、
所
在
地
な

ど
の
記
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

第
一
一
号
被
保
険
者
の
方
は
、
医
療

保
険
の
被
保
険
者
証
を
持
参
ド
さ
い
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
保

健
施
設
、
療
養
型
病
床
群
の
入
所
者

に
つ
い
て
は
。
施
設
を
通
じ
て
申
請

で
き
ま
す
。

申
請
の
受
付
は
。
九
月
二
十
日
以

降
、
役
鳩
保
健
福
祉
課
窓
口
で
行
な

い
ま
す
。
来
年
四
月
か
ら
、
介
護
給

付
を
受
け
た
い
方
は
、
今
年
十
二
月

末
頃
ま
で
に
申
請
し
て
下
さ
い
。

現
在
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

る
方
な
ど
で
、
こ
の
制
度
に
該
肖
す

る
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
地
区
の
民

生
委
員
を
通
じ
て
申
請
の
ご
案
内
を

す
る
予
定
で
す
。

認
定
ま
で
の
な
が
れ

一

認
定

調
査

申
請
を
受
け
る
と
、
町
の
職
員
や

介
護
支
援
専
門
員
が
家
庭
等
を
訪

問
し
、
心
身
の
状
況
な
ど
を
聞
き
取

り
、
調
査
票
を
作
成
す
る
認
定
（
訪

問
）
飼
査
を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査

結
果
を
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
入
力

し
一
次
判
定
を
し
ま
す
。

一

介
護
認
定
審
査
会

一
次
判
定

の
結
果

と
主
治

ぼ
の

意
見
書
を
も
と
に
審
査
し
、
二
次
判

定
を
行
う
の
が
、
介
護
認
定
審
査
会

で
す
。
こ
の
結
果
に
塞
づ
き
町
が
認

定
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

認
定
審
査
会
は
、
保
健
、
医
療
、

福
祉
に
関
す
る
専
門
家
を
委
貫
と

し
て
構
成
さ
れ
ま
す
。
国
見
町
で
は

隣
町
の
桑
折
町
、
伊
達
町
と
共
同
で

設
置
し
て
い
ま
す
。
審
査
会
は
十
月

十
九
日
以
降
、
毎
週
開
催
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

・
保
健
福
祉
課
福
祉
係

冊
5
8
5
1
2
7
9
Ｊ`



藤田・貝田間バス路線
１０月１日より

町の生活バス
として存続へ

福
島
・
貝
田
間
の
バ
ス
路
線

は
、
平
成
九
年
度
に
「
第
三

種
生
活
路
線
」
の
指
定
を
受

け
、
国

、
県

。
関
係
市
町
の
補

助
の

も
と

、
福
島
交
通
㈱
が
運
行
し
て
お
り
ま
す
。
利
用
者

の
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
三
年
間
の
補

助

期
間

が
終
わ
り
、
今
年
九
月
を
も
っ
て
運
行
さ

れ
な
く
な

り
ま

す
。
こ
の
た
め
町
で
は
、
町
民
の
足
を
守
る
た
め

、
県

の
補
助
事
業
を
活
用
し
て

、
十

月
よ

り
、
藤
田
・
貝
田
問
を

町
の

生
活
バ
ス
と
し
て
、
福
島
交
通
㈱
に
運
行
を
委
託
す
る

こ
と

に
よ
り
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
鳥
・
貝
田
線
の
廃
止
に
あ
た
り
、

対
応
を
検
討
し
た
結
果
、
①
高
齢
者

や
’ｒ

供
な
ど
交
辿
弱
者
の
利
川
が
あ

る
。
②
存
続
を
望
む
戸
が
大
き
い
。

③
県
の
補
助
制
度
が
あ
る
。
以
匕
の

こ
と
か
ら
、
県
補
助
を
受
け
ら
れ
る

間
と
の
条
件
で
、
町
で
藤
Ⅲ
・
貝
田

間
を
存
続
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

バ
ス
の
運
行
は
、
公
立
藤
田
病
院

前
～
貝
川
駅
入
凵
と
し
。
各
停
卑
地

は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
、
五
往
六
復

の
運
行
と
な
り
ま
す
。
利
用
者
の
少

な
い
、
日
曜
、
祝
日
。
第
二
・
四
土

曜
日
及
び
年
末
年
始
は
運
休
と
な
り
、

運
行
時
刻
は
下
配
の
辿
り
で
す
。
運

賃
は
現
行
料
金
と
同
じ
で
、
禍
島
交

通
㈱
の
回
数
券
も
利
用
で
き
ま
す
。

バ
ス
の
利
用
者
数
は
、
マ
イ
カ
ー

の
普
及
等
に
よ
り
、
減
少
傾
向
を
た

ど
り
、
貝
田
線
の
平
均
乗
車
密
度
は
、

五
人
を
下
回
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
九
年
度
よ
り
「
第
二
檬
生
活
路

線
」
の
指
定
を
う
け
福
鳥
交
通
㈱
が

迎
行
し
て
き
た
も
の
の
、
補
助
打
切

り
に
よ
り
、
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

町
内
に
は
福
鳥
交
通
㈱
が
迎
行
す

る
バ
ス
路
線
が
、
福
島
・
藤
田
線
、

梁
川
線
な
ど
五
路
線
あ
り
ま
す
。
こ

の
中
で
赤
坂
経
由
小
坂
線
が
ｔ

年
度

に
、
第
三
種
生
活
路
線
の
指
定
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
路
線
に

つ
い
て
も
、
乗
嗔
密
度
が
六
名
前
後

と
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
の
利
用
を

町
運
行
後
に
お
い
て
も
、
今
後
さ

ら
に
利
用
が
少
な
く
な
り
、
県
の
補

助
が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
れ
ば

存
続
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
特
に
お

年
寄
り
、
子
供
達
に
と
っ
て
は
人
切

な
足
で
す
。
積
極
的
な
利
用
に
よ
り
、

生
活
バ
ス
を
守
り
ま
し
よ
う
。

市町村生活

バス路線とは

市町村が直営又は委託に
より酉行する路線で、知事

が日常生活に必要と指定し
た路線のことで。県が市町

村に運行費用の一部を稲助
し維持するものです。ただ

し 、運行経費の半分ほ上の
遷磚収入があることが条件
となりま７．

第三種生活路線とは

平均乗申密度 が５人未満の路線であ って

知事が一定期同地 域住民の生活上必要と 認

めて指定し た路線をいいま・ 。国、樊、市

町村が鰹常経費の一部を補助し て代替パス

等への拮圜の円滑化を図るこ とを目的とし

補助対象期問を ３年間とし ています。

こ の他にも 。パ ス事業者自らの採算で維

持する 第一穂生活路線 。棄車密度が５名以

上で生活上必要と認められ 、補助制度があ

る第二種生活路線 があります。

時
刻
表
の
変
更

1
0月
１
日
よ
り
、
藤
田
～
貝
田
繚
バ
ス

運
行
時
刻
が
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
。

藤田 ・貝田 線(10 月１日より)

★日曜日､祝日､第二･第四土曜日
及び1 2 / 31～1 ／3 は運休

往　　 路 復　　 路

藤田病院 貝　 田 貝　 田 驛田病院

7:45 ７ 55

9:02 9:14 9:19 9:29

10:30 10:42 10:44 10:54

11:45 11 :57 12:00 12:10

13:25 13:37 13 :39 13:49

17:10 17:22 17:24 17:34

●福島・貝田線 平均乗車密度の推移

・平均飛事倉度：年間全麌斤区胃における平均乗車人数

●H11 年は推卜 値



１０月

体育の日

１０日

み
ん
な
そ
ろ
つ
て

町
民
大
運
動
会

唹
成
卜

。
年
度
国
兄
町
町
民
大
運

動
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
地
区
対
抗

競
技
を
は
じ
め
、
お
子
さ
ん
か
ら
お

年
寄
り
の
方
ま
で
参
加
で
き
る
演
技

種
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
後

に
は
お
楽
し
み
抽
選
会
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
1
0月
1
0日
の
体
青
の
日

は
家
族
そ
ろ
っ
て
、
地
域
そ
ろ
っ
て

大
運
動
会
で
。
楽
し
く
健
康
の
汗
を

な
が
し
ま
し
よ
う
。
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
自
由
参

加
種
目
に
つ
い
て
は
、
肖
日
会
場
で

受
付
い
た
し
ま
す
。

期
日
　
1
0月
1
0日
体
育
の
Ｈ

午
前
６
時

花
火
打
ち
上
げ
合
図

（
雨
天
の
鳩
合
は
日
日
振
替
休
口
）

場
所
　
ｋ
野
台
運
助
公
園
総
合
運
動
場

★
問
い
合
わ
せ

生
漉
学
習
課
体
育
係

ｎ
５
８
５
－
2
6
7
6

9 月23 日 義経まつり
戦国絵巻を再現

武者行列
９月２３Ｈ、義経

まつり鮫大のイベ

ントである、武者

行列が行われます。

町商工会主催によ

り開催される義継

まつりは、今年で

４回目となり、こ

の武者行列でフィ

ナーレを迎えます。

観月台文化センタ

ー前での出陣式の

後、行列は藤田商

店街を練り歩き、

甲胄や騎馬武者に

よる戦国絵巻物語

を再現します。

また、藤田商店街は歩行者天国となり、緑日や餅

つき大会など楽しいイベントが盛り沢山準備されて

います。

●武者行列

13 : 31〕 出陣式 観月台文化センター前

14 : 30 出陣 藤田商店街

15 : 匐 帰陣 観月台文化センター前

●歩行者天国

10 : 圍～17:0【】まで 藤田商店街

●野外ライブ

11 :00～12:3{} ライブコンサート

観月台文化センター前

国見町町民大運動会
プログラム

予定祠剣

e:【x】i 受　　M

8145 j 入 ｌ ti 遍

9:（刀1 閧　 会　 式

9151 渭 肢 開 始

1①ラジオ体揖　　　 ｛１　　 日J

i ②どじ．うすくい（小字 ４～６年生･個人）

1③!厶の遭んだ人　 （一収男女・儒AJ

| ④ポーJﾚ退り　　 廈玻以よ ・地区対抗）

|⑤宝ひろい　　　　 吻 児・目由参加〕

10:｛x｝i ⑤ポーJﾚ羂てて鳥い仲

｜　　　　　 ｛一般男女・地区対抗｝

μ 一足元に気をつけて

｜　　　　 （町内●輿所 －●●対抗）

1⑤慵励スタ ート （小字１～３年１ ・個人）

1⑤ｌ いｎ　　　 輒 臚以』ﾆｰ 壗区刔叭）

iq;･スプーン鴫走 ｛一般男女 一目由参加｝

!１ 綱引き【予選】! 一般男女 ・地区刈捐）

11 :∽1 ⑩ヶツ圧測定　　　　c 女牲・偶人）

I泓･ ざ出・　 （消防団 伺－地区刈捐）

11:ｌ｝i ⑩スポーツ・ 錮（曷っ力･し字蛆.女性叙室）

i･３名小学校僣笛陬パレード

１ 県北中プラスバンド演奏

● 良

12:45 1･ｌ パパ安全●●iよ （一般男女 ・餽区刈抗）

:劭急がぱゆっくり （申．高 校生 一個人）

ia●・ ひろい　 【ａ嚔 以・ 一目田参加】

i･１囎子三代リレー　| 孫．孑 ．躙 一臼人）

lｓペンギンリレー　　; 女性・地区同飢〕

ie クリ ーン作戦 （一般男女 ・自田参加）

!  2  物 引き（決鄙 （一般男女・圸ｓ 刹訊）

ia ビンつり 竸葱　 （フリー・目囲●加）

i＠佃見リレー（女子口 ｆ 代ｑj・旭ｓ 対机）

14:（刃i 端ＩＭリレーg 男子3〔年代別 ・地区劃挑〕

自繦 膕見倡頌・ｌ 見●巍頤 ｛ 全　 ・ ｝

l包お 楽しみ妲遮音　 ｛ 全　 舞 ｝
.
 る 表 影式曁びに閉会式

○口由 参加種目は．大会鴦場で受flいたします．

０塘!S対抗は小坂・藤田Ａ｛藤田｝・輿田Ｂ（山崎 ．

石 出 )･ 森江野･ 大木戸・大棧の６地ヌ対抗とな

りま了．

9
月
2
3
日

公
共
施
設
無
料
開
放

九
月
二
十
三
日
は
（
仮
称
）
「
９
２
３‐
の
日
」
で

す
。
町
で
は
こ
の

日
を
記
念
日
的
な
も
の
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
に
公
共
施
設
を
無
料
開

放
い
た
し
ま
す
。

公
共
施
設
無
料
開
放
内
容

一
　
対
象
日

九
月
。
．ｔ
三
日
（
秋
分
の
日
）

二

対
象
者

国
見
町
に
住
所
を
有
す
る
町
民

三

対
象
施
設

◆
国
見
町
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

①
入
浴
施
設
な
ど

◆
国
見
町
上
野
台
運
動
公
園

①
総
合
渺
励
場

②
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

③
国
兄
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

④
岡
見
勤
労
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施
設
（
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
９
２
３
）

◆
そ
の
他
の
町
営
施
設

①
森
江
野
町
民
セ
ン
タ
ー

②
国
見
東
部
商
齢
者
等
活
性
化
セ
ン
タ
ー

③
大
木
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

④
学
校
施
般

＊
使
用
時
の
申
込
書
、
報
告
杏
ぱ
従
来
通
り
提
出
願
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
個
人
使
用
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
名
簿
に
記
入

の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



国見ニュータウン

137区画

第2 期分譲開始

「閥 見ニュータ ウン」 第 ’l期137 区画の分

譲申し 込みが始 まります。

恵 まれた環 境、 絶好の立地条件、そして。

やさし さ優先と快適さをつくりあげました。

価格 を抑 え、 定住化促進事業により、さらに

お求め やすくなりました。

町で は、 「国見ニ ュータウン」を通して、

町活性化 と地域経済の発展、住民福祉の向 ｈ

を図って まい ります。

現 地 見 学 会

１０月 ２ ３
SU

N

AMIOI:00 ～ＰＭ３:00
見学会以外でも随時ご覧いただけ ます。

国見ニュータウン定住化足進事業

１．ＵＩターン新築等奨勧金の交付（上限30 万円）
野築家屋と土地の圃定資岔税相当分を交付（１年分）

２,ＵＩターン分譲斡旋報償1 件５万円

3､町内建築業者運転資金利子補給

この街をみなさんに紹介してください。UI

ターンの方がご契約をいただきますと、

斡旋報償として５ 万円を差し上げます。

申し込み・お問い合わせ

国見町企画商工課

T  E L 585  ｰ 2927  (直通)

・
第

二

期

分

譲

概
要

分

譲
区
画

第
二

期
分
百
三

十
七
区

画

一

分
譲
区
画
、
分
譲
価
格
に
つ
い
て

は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

崋
込
方
法

宅
地
分
譲
申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、

役
場
企
画
商
工
課
へ

受
付
期
間

九
月

二
十
四
日
（
金
）
～
十
月

二
十
七

日
（
水
）

た

だ
し
町
外

居
住

者
は
十
月

二
十
日
（

水
）
ま

で

一

土
日
祝
日
を
除
く
午
前
八
時
半
か
ら
午
後
五
時

ま
で
。
ま
た
、
現
地
見
学
会
で
も
申
込
み
受
付
い

た
し
ま
す
。

※
申
込
資
格
や
Ｕ
‐

タ
ー
ン
申
込
者
優
先
区
画
の

設
定

な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
企
画
商
工
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



思 い 出
冫い、新たなものを見、様々な

:ましくなりました。

長
崎
国
見
町
親
善
交
流
事
業

楽
し
く
貴
重
な
体
験

県
北
中
学
校
の
生
徒
が
こ
の
夏
、
同
じ
町
名
に
よ
り
交
流
が
行
わ
れ

て

い
る
長
崎
国
見
町
を
訪
問
し
ま
し
た
。
（
交
流
内
容
は

八
月
廿
で
掲

載
）
参
加
し
た
生
徒
よ
り
感
想
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
而
の

関
係
Ｌ
、
一
部
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

感
想
に
は
ど
れ
も
、
驚
き
や
不
安
、
感
動
、
そ
し
て
出
会
っ
た
方
々

へ
の
感
謝
が
し
た
た
め
て
あ
り
ま
す
。
特
に
、
畏
崎
国
見
中
生
徒
と
の

交
流
会
で
の
楽
し
さ
、
は
じ
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
ヘ
の
不
安
、
そ
し

て
あ
た
た
か
さ
に
触
れ
て
の
感
動
。
普
賢
岳
被
災
地
や
原
爆
資
料
館
で

の
こ
と
が
洫
‥
か
れ
て

い
ま
す
。

お
世
話
に
な
っ
た
長
崎
国
見
町
の
方
々
へ
、

お
礼
を
述
べ
る
吉
田
純
芙
さ
ん

夊

流

事

業

に

参

加

し

て

二
年
　
原
田
祐
太
郎

俣
は
長
崎
に
行
っ
て
思
っ
た
嘔
が

二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
艮
崎
の
人
た
ち
は
と
て
も

い
い
人
達
だ
と
思
い
ま
し
た
。
国
兄

中
学
校
と
の
親
阿
交
流
会
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
達
の
学
校

の
こ
と
を
話
し
合
っ
た
り
、
ス
ポ
ー

ツ
交
流
で
協
力
し
て
バ
レ
ー
を
や
り

ま
し
た
。
む
こ
う
の
人
達
と
友
達
に

な
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
坂
本
さ

ん
の
家
で
は
。
と
て
も
親
切
に
し
て

も
ら

い
ま
し
た
。

二
つ
囗
は
、
艮
崎
の
原
爆
の
こ
と

で
す
。
粉
々
に
な
っ
た
ス
テ
ン
ド
グ

ラ
ス
や
熱
で
ま
が
っ
た
時
計
な
ど
、

原
爆
の
怖
さ
を
思
い
し
ら
さ
れ
ま
し

た
。
原
爆
に
よ
り
火
傷
を
し
て
し
ま

っ
た
人
、
体
の

。
部
を
失
っ
て
し
ま

っ
た
人
な
ど
の
写
真
が
あ
り
、
そ
れ

を
見
た
僕
は
と
て
も
悲
し
く
な
り
、

戦
争
な
ん
か
や
る
も
の
で
は
な
い
。

や
っ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

＝
。つ
囗
は
自
然
に
よ
る
災
害
の
恐

ろ
し
さ
で
す
。
安
中
水
無
本
陣
は
、

。
階
が
全
部
埋
も
れ
て
い
て
、
見
え

る
の
は
二
階
の
部
分
だ
け
、
不
思
議

な
光
景
で
し
た
。
火
山
の
噴
火
で
な

っ
た
そ
う
で
す
。

侠
は
長
崎
の
親
餽
‥
交
流
会
に
参
加

し
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ

の
め
っ
た
に
な
い
機
会
を
、
勉
強
や

生
活
に
い
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

長

崎

に
行

っ
て

二
年
　
松
浦
亜
希

私
は
、
こ
の
長
崎
県
国
見
町
親
善

交
流
嘔
業
に
参
加
し
て
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
で
も
い

ろ
い
ろ
と
不
安
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。
福
島
県
を
離
れ
て
違
う
上
地
に

行
く
こ
と
や
川
見
中
学
校
と
の
交
流
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
初
め
て
の
体
験

ば
か
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

私
た
ち
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
泊
咏ｒ

つ
た
村
里
さ
ん
は
と
て
も
優
し
く
親

叨
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
村
里

さ
ん
と
た
く
さ
ん
話
す
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
で
す
。
た
っ
た
一
日
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
が
と
て
も
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

国
見
中
学
校
と
の
交
流
で
は
、
自

分
達
の
町
の
紹
介
を
し
ま
し
た
。
そ

の
時
は
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
を
し
た
と
き

に
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
と
も
話
し
が
し
た

か
っ
た
で
す
。

水
無
本
陣
に
は
七
砂
で
埋
ま
っ
て

し
ま
っ
た
家
な
ど
が
保
存
さ
れ
て
い

ま
す
。
改
め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
教
え
て
も
ら
っ
た
気
が
し
ま
す
。

原
爆
記
念
館
で
は
、
あ
ま
り
原
爆
の

こ
と
な
ど
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
ち
ゃ
ん
と
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
べ

こ
の
四
口
間
で
私
は
、
色
々
な
こ

と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
長

崎
は
と
て
も
す
て
き
な
と
こ
ろ
で
し

た
。
ま
た
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



夏の
子供たちはこの夏、多くの人と出

体験をし、一回り人きく、そしてた

和船に乗り込み，初めて艢をこぐ子供たち

広
い

視
野
を
育
む
た
め
に

小
坂
小
が
静

囹

西
気
賀
小
へ

小
坂
小
学
校
の
六
年
生
一
。十
名
が
、

静
岡
県
引
佐
郡
細
江
町
、
浜
名
湖
畔

に
あ
る
西
気
賀
小
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。西

気
賀
小
学
校
と
の
交
流
は
十
一
。

年
前
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
細
江
町

出
身
の
石
原
商
店
㈱
の
石
原
巌
さ
ん

の
仲
介
に
よ
り
、
山
の
学
校
と
海

の
学
校
と
の
交
流
を
日
的
に
始
ま

り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
学
級
や
学
校
行

乍
の
紹
介
、
児
歃
同
Ｌ
の
文
辿
を

中
心
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

四
年
前
か
ら
児
童
が
棚
互
訪
問
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

匕

月
二

十
日
一

行
は

新

幹
線
で

浜

松
駅

に
到

着
。
西

気

貿
小
で

は
六

年

生
が

迎
え

て
く

れ
ま

し
ぺ

夕
食

会

の
席

で
、

冨
水
町

長
よ

り

の
メ
ッ

セ

ー
ジ

と
ビ

デ
オ

「
国

見
の

四
季

」
を

細
江

町
艮

へ
予
渡

し

ま
し

た

。『
潮
風

集
会

‘
で

は
叫
気

貿

小
の

全
陸

生
と

ゲ
ー

ム
や

キ
ャ
ン

プ

フ
ァ

イ
ヤ

ー
を

行
な

い
楽

し
い

一
時

を
過

ご
し

ま
し

た
。

そ
の

夜
は

。。一
ケ
ロ

升

年
の

家
で

西
気

賀
の

六
年

生
と

。
緒

に
宿

泊
で

す
。

夜
が

。史
け

る
の

を
忘

れ
、

話

に

花

が
咲
き

ま
し

た
。

翌
日

は
、

待
ち

に
待

っ

た
カ
ヌ

ー
や

和
船

の
体

験
で

す
。

そ
れ

ら
の

活
助

を
通

し
て

、

お

瓦

い
の

親
交
を

一
層

深
め

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

冬

に
な

っ
た

ら
西

気
貿

の

お
友
達

が
小

坂

に
や
っ

て
き

ま
す

。
墫

の
匕

で

の
交
流

が
楽

し
み

で
す

、

西気賀での体験 :小坂 小６年 宍戸遥香l

覗]船にクルーザー，そし てカヌーと．いろいろ岡見8Jでは体験できないことが．

この西気貿小学校との交流で体験できた．

和船は ．こぐのが大変だった．しかし少し囑れてきたら，クラゲなどめったに皃

られない生き物も見ることができた．

クルーザーは．スピードが速くて気11ちがよかった．妻中で榴弯もさセでもらっ

た．生まれて初めてなのでドキドキした，

カヌーは，一人では乗らｵ1ないと思っていたので．少し不安だった，あまりうま
＜粟れなかったが．指碍していただいたおかげで．少しはうまく埀れるようになっ

た．最初は．駲色など兒る余裕などなかったが，だんだん搨れてさて．景色を見る

ゆとりもでて き た ｡
冬になったら．また西気侭のみんなと会える のが戔しみだ．

あっという問の２日間 小坂小６年 横山圭一

初日は西気倆小でカンボ･ソクリレースやキャンプファイヤーをしました。癢は友

だちといろいろagをし 。夜ふかしをし てし まい ましxこ，
次の巳の靭。みんな夜ふかしをしたにもかかわらず。５閤に目がさめました。ね

ぷそくしたので楽しみにしていたカヌーの体験が「だいじ,.tうぷできるかな」と不

安になり ました，
実際にカヌーに乗り自由に荊濛した聘は不安がふきとびまし た｡「なんておもしろ

いんだろう。し かもめんどうな攅作がなくてとてもかんたんだ。毎口でもやりｔ い

な曷亅 と思いました，

あ っという同に哨りllが１ぎてしまいまし た｡ 帰りのパスの中で「この２日周だの

しかった」と忠いまし た。西気貿の及だちが釆たときは小取での楽しさを昧わむt!

てあげたいと思いまし た｡



保健だより
保健福祉課 螺゙健増進保し ( 585  ) 2783

※成分献血は検査

を含め約１眄同程

度かかります。ご

協力く ださ る方

は、あらかじめお

知らせください。

９月29 日(水)は

国見町の献血の日です

【場　 所】

国見製粟前

大岩機器工業所国見事巣所

沢屋酒店前

朽木繊維前

【時　 問】

午前９時～午前11 畤３０分

正午～午後1 時

午後２時15 分～午後３時４５分

午後４時～午後５畤

３　歳　児　健　診

該　　 当　　 幼　　 児 � 実　 施　 日 � 受　 付　 時　問 � 会　　 場

平成 ８年 ５月～ ７月生 まれの幼児 � １１月９日(火) �午後1 時15 分～　　　　　
午後1  時 45分 �

観月台文化センタ ー

大研修室

健診内 容〉

☆内 科と 歯科の医師の 診察 、生活保健指導 。視力 ・聴力検 査を実施し ます。

☆ 健診該当者には 後日 健診票 、説明書等を郵送い たし ます。

☆母子手帳を忘れ ずに！

乳　児　健　診

駭　　当　　 乳　 児 � 実　 施　 日 � 受　 付　 時　 間 � 会　　 鳩

・３か月児（平成11年７月生まれ）
・９か月児（平成11年１月生まれ） �11

月18日㈲ �午後１時30分～午後２ 時 �観 月台文
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第１和室

(健診内容)

☆医師の指導 ．身長 ・体重測定 、調乳、曜乳 、家族計画など につい て

☆母子手帳を忘 れずに ！

１０月 は 健 康 強 調 月 間

～自分の健康は自分で守ろう!1~

豐 螽 詒5j ｔ 琵 丿 黯
。

F ｒl

運動

休養

１日３０食品をとるよう

心がけましょう。

適度な運動は

生活習慣病予防に

効果があります。

時には、

ゆっくりと心と

体を休ませましょう。

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の

お
知
ら
せ
に
つ
い
て

精
神
障
書
者
や
そ
の
寒
族
の
方
の
悩
み
に
耳
を
傾
け
共
に
歩
む
よ
き
理

解
者
に
な
る
た
め
に
知
識
を
深
め
、
精
神
保
健
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

な
っ
て
障
害
者
の
方
の
暮
ら
し
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
と

き

平
成
ｎ
年
1
0月
1
2
日
　

・
1
0月
1
9日
　

・

旬
月
2
6日

３
日
間
と
も
午
前
1
0時
～
午
筏
３
時
3
0分

◆
と
こ
ろ

県
北
保
健
所
（
福
鳥
市
御
山
）
　

２
階
大
会
誦
宣

◆
受
講
資
格

３
日
間
１１
講
座
の
連
続
参
加
を
原
則
と
し
ま
す
。

１１
講
座
の
う
ち
７
講
座
を
終
了
さ
れ
た
方
に
は
、
精
神
保

健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
修
了
旺
書
を
授
与
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法
と
お
問
い
合
わ
せ
先

官
製
ハ
ガ
キ
に
必
要

事
項
（
氏
名

、
郵
便
番
号
、
住
所
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
）
を
記
入
し
平
成
卩
年
1
0月
５

日
ま
で
保
健
所
あ
て
お
送
り
下
さ
い
。

（
電
話
、
Ｆ
Ａ
ｘ
可

）

申
込
者
先
着
3
0名
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

県
北
保
健
所

阻
康
推
進
課

鰉
廣
づ
く
り
推
連
係
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Ｌ
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０
２
４
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３
４
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献血でいのちの温もり私から



食事調査より

今
年
の
夏
は
例
年
に
比
べ
暑
い
夏

で
し
た
。
子
ど
も
連
は
暑
さ
に
負
け

ず
、
毎
日
頑
張
っ
て
保
育
所
へ
通
っ

て
き
ま
し
た
。
学
校
、
幼
稚
園
が
休

み
の
た
め
、
一
緒
に
休
み
た
い
と
泣

い
て
来
る
子
も
い
ま
し
た
。
プ
ー
ル

で
の
水
遊
び
が
主
と
な
っ
た
日
々
、

水
し
ぶ
き
を
ヒ

げ
、
お
も
ち
ゃ
を
浮

か
べ
て
遊
び
ま
し
た
。

園
児
を
対
象
と
し
て
食
事
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
十
五
項
目
の
調
査

の
中
で
気
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
し

ぺ

そ
れ
は
保
育
所
に
辿
う
家
庭
ば

か
り
で
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
子
供

達
の
就
寝
時
間
が
遅
く
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
午
後
九
時
譽
以
降
に
就

寝
す
る
子
が
実
に
４５
％
も
い
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。
心
身
共
に
大
き

く
発
達
し
て
い
く
年
齢
、
た
く
さ
ん

食
べ
、
い
っ
ぱ
い
寝
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
脳
の
働
き
も
活
発
に
な
っ
て
い

く
人
切
な
幼
児
期
を
、
ど
う
に
か
し

て
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
早
寝
、
９

起
き
の
習
慣
に
し
て
あ
げ
た
い
も
の

で
す
。
昔
か
ら
い
わ
れ
て
い
る
「
寝

る
ｆ
は
育
つ
」
の
言
葉
を
、
も
っ
と

人
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
ほ
っ
と
す
る
項
目
も
あ
り
ま

し
た
。
家
族
そ
ろ
っ
て
の
食
嘔
は
な

か
な
か
難
し
く
な
っ
き
て
い
る
中
で
7
7

％
の
家
庭
が
団
ら
ん
を
も
ち
、
親

子
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
食
事

の
時
閥
を
楽
し
く
す
ご
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
何
物
に
も
か
え
が

た
い
時
閥
、
本
当
に
い
い
麝
だ
と
思

い
ま
す
。

本
調
査
の
中
で
記
載
を
い
た
だ
い

た
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。「
野
菜
中
心

の
給
食
に
感
心
し
て
、
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
」
『
？
供
に

合
わ
せ
て
作
る
大
変
さ
、
み
ん
な
で

食
べ
る
お
い
し
さ
、
あ
り
が
た
い
と

思

い
ま
す
。
今
後
も
子
供
達
が
喜
ぶ

給
食
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。
」

こ
れ
か
ら
も
日
々
の
給
食
の
巾
で
、

子
供
達
の
声
に
耳
を
傾
け
。
心
の
こ

も
っ
た
給
食
。つ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。

（
藤
田
保
育
所
園
長
木
口
絹
子
）

保
育
所
の
子
ど

も
た
ち
と

一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か

毎
月
購
三
水
曜
日
に
地
域
の
方
々
と

一
輪
に
遊
ぶ
時
間
を
設
け
ま
し
た
。
時

岡
は
午
前
十
畤
か
ら
十
一
時
で
、
”
供

た
ち
と
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
遇
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
小
さ
い
子
供
さ
ん
か
ら

お
年
寄
り
の
方
ま
で
、
お
い
で
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

食事調 査の結果（抜粋）

こ
れ
は
山
崎
の
お
年
寄
り
か

ら
聞
い
た
内
谷
に
伝
わ
る
話
。

小

坂
内
谷
の
春
日

神
社
の

太
々
神
楽
は
撞
か
ら
有
名
で
す

が
、
こ
れ
は
神
社
の
上
の
方
に

あ
る
古
い
迫
に
あ
っ
た
話
。

む
か
し
あ
る
人
が
、
夜
、
略

い
山
道
を
鳥
取
に
向
か
っ
て
歩

て
い
る
と
、
行
く
手
の
高
い
木

の
枝
に
ボ
ツ
と
光
る
物
が
見
え

た
の
だ
そ
う
で
す
。
何
だ
べ
薄

気
味
悪
い
な
、
と
思
っ
て
い
る

う
ち
そ
の
火
の
玉
は
ふ
わ
り
と

そ
の
人
の
後
に
降
り
て
来
て
、

こ
ろ
こ
ろ
転
が
り
な
が
ら
追
い

か
け
は
じ
め
た
の
だ
そ
う
で
す
。

び
っ
く
り
し
て
逃
げ
出
す
と
、

火
の
玉
も
速
さ
を
朋
し
、
後
振

り
向
く
た
び
に
大
き
さ
も
増
し
、

そ
の
う
ち
炎
の
中
に
目
玉
が
浮

くにみの

民話かるた

まち再発
見

き
出
し
。
鼻
、
囗
が
現
わ
れ
、

そ
れ
は
そ
れ
は
恐
ろ
し
い
形
相

の
首
が
、
耳
ま
で
裂
け
た
凵
か

ら
炎
を
吐
き
な
が
ら
『
こ
の
迫

通
る
や
つ
噛
み
殺
す
ぞ
１
つ
』

と
不
気
味
に
吠
え
る
よ
う
に
叫

び
出
し
た
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
人
は
も
う
生
き
た
心
地

も
な
く
逃
げ
に
逃
げ
や
っ
と
人

家
に
近
づ
い
た
と
思
っ
た
と
た

ん
、
ふ
っ
と
そ
の
火
の
１
は
消

え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。そ

の
後
も
た
び
た
び
現
わ
れ

る
火
の
玉
に
困
っ
た
村
人
達
が
、

和
尚
様
に
供
養
し
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
れ
か
ら
現
わ
れ
な

く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

保育所の子どもたち



インフォメーション
秋の行政相談

及び
県政巡回相談

10月17日 からＳ日 までの一週 間は

「秋の行政相談週間」です。総務疔が

行っている行政相談は、国や県、市町

村、公団や公庫、ＮＴＴ、ＪＲなとの

仕事に関しての困りごとや璽望を聞き、

その解決のお手 伝いをします。

国見町の行政相談委員は内池和子さ

ん(s585 ・3320）で、通 常、目 宅 で

相談に応じていますが、秋の相談週間

の期間中、特股柤談所を開股します。

また県政巡回相談所も併設し、県政

相談員、交通相談員も出席いたします

ので、気軽にご相談ください。

|特設行政相談所】●日眄…10月19日

（火）午前10畤から午後3眄まで●棚所

…観月台文化センター

間い合わせ

総務課 庶務係

( ) 2112

募
　
集

計
量
川
柳
募
集

『
計

蔽
』
に
つ

い
て
広
く
知
っ

て
い
た
だ
く
た
め
、
日

常
生
活

の
中
で
の
計
量
に
関
す
る
川
柳

を
夢
集

い
た
し
ま
す
、

▼
応
専

方
法
・：
官
製
は
が
き

に

自
作
の
川
柳
を
記
峨
し
、
住

所
、

氏
名
。
廠
業
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
の
Ｅ

左
記
へ
送
付

ド

さ
い
。
一
枚
で
数
句
の
応
募
が

可

能
で
す
。
▼
募
集
期
間
：
卜

月
八
日
ま
で
▼
優
秀
作
品
…
入

選
及
び
佳
作
そ
れ
ぞ
れ
十
点
を

選
定
し
、
賞
品
を
贈
り
ま
す

。

ト

ー
月
初
句
に
民
報
・
民
友
の

新

聞
紙
上
で
宛
表
し
ま
す
。

★
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
６
０
－
8
6
7
0

福
鳥
巾
衫
妻
町
一
。番
卜
六
兮

禍
鳥
県
計
最
検
定
所
計
叭
川
柳

募
集
係
ｎ
５
２
１
－
7
6
5
5

誰
で

も

で

き

る
・

点

字

通

信

講
１
．

点
字
を
全
く
知

ら
な

い
人
を

対
象
と
し
た
。
点
字
通
信
講
座

の
受
講
生
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
に
よ

り
点
字
を
打
っ

て
、
郵
送
に
よ

り
添
削
を
繰
り

遮
す
方
法
で
、
点
字
を
マ
ス
タ

ー
す
る
こ
ろ
ま
で
指
導

い
た
し

ま
す
。
本
講
座
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
養
成
を
目
的

と
し
て

い
ま
す
。

▼
期
間
…
十
月

一
日
か
ら
一
年

間
▼
費

川
：
二

万

二
千
円
（
指

導
科
・
練
習
器
・
教
材
等
）
▼

申
込
み
…
は
が
き

に
『
地
信
爾

座
受
講
希
望
』
と
記
入
の
上
、

左
記
へ
九
月
二
卜
五
日
ま
で
申

込
み
く
だ
さ
い
。
陬
で
も
可

★
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ

〒
１
０
８
－
0
0
1
4

東
京
都
港
区
芝
四

―
七
丿
六

市
川
点
字

㈲
滌
館

通
り

郎

ｎ

砌
兼
川
０
３
－
5
4
3
9

－
6
7
7
2

催
　

し

相
談
く
だ
さ
い

司
法
一

士
無
料
相
談
会

十
月
一
日
は
法
の
日
で
す
．

禍
島
県
司
法
欝
士
会
で
は
．
無

料
登
記
等
相
談
会
を
鬨
き
ま
す
．

▼
期

間
…
十
月
一
日
（
金
）
か

ら
三
日

（
日
）
ま
で
▼
時
間
…

午
前
十
時
か
ら
午
後
一一
．時
ま
で

▼
相
談
内
容
…
不
助
産
の
相

続
．

兇
買
、
保
存
な
ど
の
登
記
．
会

社
の

設
立
、
役
員
変
更
．
増
資

な
ど
の
登
記
、
借
地
借
家
法
に

基
づ
く
手
続
き
、
供
託
の
手
続

き
、
家
叭
緋
判
手
碗
き
．
訴
訟

手
続
き
な
ど

▼
相
駁
員
：

『
県
可

法

書
七
会
会
員
▼
場
所
…
福
鳥

県
司
法
書
七
会
館
（
福
島
市
新

浜
町
６
の
2
8
）

ま
た
卜
月
五
日
に
は
申
合
デ

パ
ー
ト
七
階
催
畊
増
奥
に
お
い

て
、
同
様
の
相
談
会
を
行
な

い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ

い
．

★
問
い
合
わ
せ

福
島
県
司
法
書
七
会

Ｓ
（
５
３

４
）
7
5
０
2

郵
政
省
の
無
料
相
談

暮
ら
し
の
移
動
相
談
室

み
な
さ
ん
の
ご
相
談
に
専
門

家
が
無
料
で
お
こ
た
え
す
る
。

『
尊
ら
し
の
移
動
相
談
竃
』
が

国
見
町
で
開
設
さ
れ
ま
す
。
貯

金
、
傑
険
、
ロ
ー
ン
な
ど
に
闃

す
る
貯
蓄
相

談
と
。
相
続
、
贈

与
な
ど
の
法
律
相
談
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
、
フ

ア
イ
ナ
ン
シ
ヤ

ル
ブ
ラ
ン
ナ
ー
と
弁
護
士
の
専

門
家
が
お
こ
た
え
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
・：
十
月

八
口
（
金
）
▼

相
談
時
間
…
十
一
時
か
ら
ト

ー。。

畤
、
卜

四
時
か
ら
ｔ

六
時
ま
で

▼
鳩
所
・：
観
月
台
文
化
セ

ン
タ

ー
▼
内
容
…
貯
蓄
相
談
及
び
法

律
相
談

★
問
い
合
わ
せ

閥

見

邸

便

局

贊
５
８
５
‐
2
3
3
0

西

分

署

だ
よ
り

暮
ら
し
の
備
え
に

消
火
器
を

家
庭
で
身
近
な
消
火
機
器
と
い
え
ば
消
火
Ｓ
で
す
．
消
火
船
が

ど
れ
だ
け
役
に
立
っ
て
い
る
の
か
案
外
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
．
調

査
に
よ
る
と
．
火
災
に
際
し
消
火
器
等
に
よ
る
初
期
消
火
で
の
成

功
率
は
実
に
六
創
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
．
ま
た
、
失
敗
し
た
も
の

は
、
消
火
困
難
で
あ
っ
た
も
の
と
発
見
の
遅
れ
が
大
半
を
占
め
て

い
ま
す
．
家
庭
に
お
い
て
も
．
玄
関
や
台
所
．
二
階
な
ど
に
そ
れ

ぞ
れ
備
え
て
お
き
た
い
も
の
で
す
．

火
災
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
．
自
分
の
家
か
ら
は
火
を
出

さ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、
扱
か
ら
の
も
ら
い
火
に
対
し
．
地
Ｋ
や

隣
近
所
で
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
な
ど
に
よ
り
、
互
い
に
協
力
し
、

備
え
と
防
災
忿
識
の
高
揚
を
は
か
る
こ
と
が
大
切
で
す
．

そ
の
際
消
火
器
の
使
い
方
な
ど
も
、
火
物
を
使
っ
て
覚
え
て
お

け
ば
、
落
ち
着
い
て
操
作
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
．
消
火
器
は
誰

に
で
も
箭
単
に
使
え
ま
す
．
イ
ザ
と
い
う
畤
に
は
、
消
火
器
の
的

確
な
使
用
で
．
火
災
の
拡
大
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
よ
う
．

★
問
い
合
わ
せ

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

ｇ
（
５
８
２

）
3
1
9
0



ドック検診で健康チェック

国保凛】入構を対象に人間ドックと脳ドックを冥塊します．受診祠の矚助もありま

１から．この機会にぜひお受けください．

・ 対象者･･一国保加入看で35瘋以上7a廱未満の方

・受け付け期間…10月４日側から８日蚩まで

●申し込み方法…保銕顋。田富を持参し、本人または家族の方が保

健福祉髑髏保係へ申し込みください。

★問い合わせ 保健福祉課 国保係i?(585)278S

賢珍区分 �
入院人間ドック ��Ｂ

帰り人間ドック
�人間ドック･脳ドック � 人間ドック

自己負担 �

初めての方　
男性　18,3(X)円

女性　le.5CX)円
２回以上の方　
男性44,(XX)円
女性45  ､ 円ー �

初めての方　
男世　6. 円

女性　6,5(1円２
回以上の方　
男性32  ､ 円
女性33. 円 �

初めての方　
男性　3､200円

女性　ﾖ .48円2
 回 以上の方　
男性16. 円
女性17.(X)o円

受付人数 �30 人 �5 心人 �80 人

実施期間 � 平成11年10月～平成12年２月 ��平皮12年１月～３月

実施機関 � 公立・田総合病腕
●●し込み手硬きは．倪隕昼、EIS 黽掲●し．本人または家臨がli つてください．

10月の心配ごと相談

５日火　 倭潭　ia4

松油ひろ子6

15日衝　 松浦 尊人,4

渋谷 耆h4

25日鼎　 齋藤 光夫,4

佐久同そ卜ｎ

●場所 役母(  2  豬 )  濮 室

●畤鞨 乍鋺９畤～正午

第10 回記念塚野目ﾛｰ ﾄﾞﾚｰｽ 大会

日 時…10 月１７日（日）午町８時から受付

８部門により9  時 50 分よりスタート

塲所…塚野目集会所集合

申込締切･･･10 月４日（月）

★問い合 わせ・申込先

大 会事涌局（高橋） 魯(  585 )  36

人口 ８月１日現在
男　5.455 人（－１５）
女　5  ､ 890人8  )
計 い .34  5人(  ｰ 23 )

人口と世帯

出生 ３人 死亡１０人
転入10 人 転出２６人

世 帯
3｡１４８世物 (  士 0  )

このほｙ 摺見蜜 便局では当町の名所旧町

などを中心に 。ぼ見の 風票を官製はがきに

ｅ 刷した５枚セット の絵はがき 「ふるさと

物語 くにみ」を取り扱いしています。

●田にお住まい のＢ本美術蜃魯 ，石原霓

雲さんの重による,  月 灣 賀志山 や輿山奪住

宅などの５点の●が盛り 込まれています。

官製はがきですのでその まま利周 ・投函

でき 。１セット350 円 で国見 郵便局で発売し

ておりま羣。どう ぞご利用ください。

★問い 合 わせ

国 見 邸便局5  一 238

お
知
ら
せ

み

ん

な

で

街

を

点

検

｀
゜

違

反

建

築

防

止

週

間
　

卜
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
の
一
週
間
は
、
違
反
建
築
防

止
遇
閥
で
す
．
こ
れ
は
、
建
設

者

と
福
鳥
県
が
、
巾
町
村
の
協

力
を
得
な
が
ら
行
う
も
の
で
、

良
好
な
市
街
地
環
境
が
形
成
さ

れ
る
よ

う
．
ま
た
個
々
の
鯉
築

物
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
る
よ

う
に
と
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す

ま
た
期
間
中
、
十
三
日
（
水
）

に
は
．

．
斉
公
開
建
築
パ
ト
ロ

ー
ル
を
行
い
ま
す
．

１０
月

は
仕

事
と

家

鈩

゜

を
考
え

る
月
間

本
年
四
月
よ
り
青
児
・
介
護

休
業
法
が
令
而
施
行
さ
れ
。
全

て
の
事
桑
所
で
労
働
者
は
法
律

に
基
づ
き
育
児
休
業
及
び
介
護

休
業
等
が
収
得
で
き
ま
す
。
ま

た
。
育
児
や
介
護
を
行
う
労
働

者
の
深
夜
業
を
制
限
す
る
制
虞

も
合
わ
せ
て
施
行
さ
れ
ま
し
へ

事
業
主
の
竹
さ
ん
は
制
度
の

整
備
及
び
さ
ら
に
法
を
上
回
る

取
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
労
働
省
福
鳥
女
性

少
年
室
ｎ
５
３
６
－
4
6
0
9

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

事

業

主

の

み

な

さ

ん
み

労

働

保

険

を

忘

れ

な

く

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇

用
傑
険
）
は
、
労
働
者
が
労
働

災
名
や
失
業
等
の

保
険
事
故
の

と
き
必
嬰
な
保
険
給
付
を
行
い
、

生
活
の
安
定
・
再
就
職
の
促
進

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

政
府
が
管
理
・
運
営
を
し
て

い

る
強
制
的
な
保
険
制
度
で
、
労

耡

者
を
一
人
で
も
雇
用
し
て

い

れ
ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

寥
業
主
の
方
が
故
意
に
加
入

し
な
い
で
、
労
働
災
害
が
生
じ

た
場
合
、
遡
及
し
て
労
働
保
険

料
を
徴
収
さ

れ
る
の
み
な
ら
ず
、

追
徹
金
や
労
災
給
付
の
一
郁
を

徴
収
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ｆ

続
き
が
お
す
み
で
な
い
嘔

稟
Ｅ

の
方
は
、
禍
鳥
労
働
基
単

監
督
署
・
公
共
職

粟
安
定
所
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ご

存

じ

で

す

か

冫

’

検

察

審

査

会

検
察
審
査
会
と
は
、
遇
挙
権

を
有
す

る
国
民
の
巾
か
ら
く
じ

で
選
ば
れ
た
十
一
人
の
検
査
審

を
八

が
、
一
般
の
国
民
を
代
表

し
て
、
検
察
官
が
被
疑
者
（
犯

人
と
目
さ
れ

る
者
）
を
裁
判
に

か
け
な
か
っ
た
こ
と
（
不
起
訴

処
分
）
の
よ
し
あ
し
を
審
査
す

る
の
を
主
な

仕
嘔
と
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

犯
罪
の
被
稗
に
あ
っ
た
人
や

犯

罪
を
告
訴
・
告
発
し
た
人

か

ら
、
検
察
官
の
不
起
訴
処
分
を

不
眼
と
し
て
検
察
審
査
会
に
驚

査
の
巾
皀
て
が
で
き
ま
す
。

審
査
の
申
立
て
や
相
談
に
は

。

一
切
費
川
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

気
軽
に
最
寄
り
の
検
察
審
査
会

に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

★
問
い
合
わ
せ

福
島
検
察
審
査
会
嚊
務
励

ｇ
５
３
４
－
2
1
5
6

お
詫
び
と
訂
正

広

槻

く

に

み

八

月

号

瓦

ペ

ー

ジ

の

『

老

人

傑

髄

制

度

』

の

な

か

で

、

『

＊

仕

民

税

非

課

税

世

帯

で

老

齢

謚

跼

年

金

を

爨

け

て

い
る

～

』
と

あ

り

ま

す

が

『
～

老

齢

福

祉

年

金

～

』

の

誤

り

で

す

．

お

詫

び

し

て

町

£

い
た

し

ま

す

．

絵
は
が
き

「
ふ
る
さ
と
物
語

く
に
み
」
の
発
行

結
婚
お
め
で
と
う

村
上
時
令
ｊ

ガ
ル
シ
ア

ー
フ
ロ
レ

ス
ー
ロ
ド
ラ
バ
　
　
　

ー

９
）

誕
生

お
め
で

と
う

お

子

さ

ん
　

憚

蹼

考

膝

醵

も

も
「
・

‘

兇

行

。
‘・
仇

枝
て

‘

（
ｎ

毋

川

滷

）

赤

皈

匕

卿

。
‘

叭

行

。
‘・
和

子

。
冫

内

科
！

松

喃

美

帆
ｙ

嚊

戔

。
‘・
洋

子

。
な

大
木

戸

）

高

柵
ｇ

蹐
ｙ

昭

古
。
Ｉ

」
枝

。
Σ

太
1
1
1川

）

本

多
昂

岬

’
‘

剛

。
‘・
ひ

と

み

。
‘

（

肺

田

光

巒

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

爽

榮

太

郎

。
‘

斛
　
　

（

錦

町

）

須

田

泰

山
Ｘ

ｓ
　
　

（

滝

山

）

安

藤

サ

ク
ー

７３
　

（

人

町

南

）

多

勢

帆
夫

ご
7
7
　
　

（
第

こ

松

田

寅

古

。
‘

ｎ
　

（

大

木

戸

）

佐

藤

コ

ト

。
‘

一
ｌ一
　
　

（
本

町

）

（
８

月

加
日

届

出

分

ま

で

）



楽

し

か

っ

た

キ

ャ

ン

プ

～
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室
～

少
年
仲
閥
づ
く
り
教
室
の

キ
ャ
ン
プ
は
、
半
田
山
の
ふ

も
と
緑
豊
か
な
半
Ⅲ
山
自
然

公
園
で

八
月
九
日
、
十
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
自
然

の
巾
で
の
生
活
体
験
を
と
お

し
、
た
く
ま
し
い
精
神
を
養

い
な
が
ら
、
お
互
い
に
協
力

し
活
動
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
開
か

れ
た
も
の
で
す
。
今
年
は
、

二
十
五
人
の
教
室
生
が
参
加

し
ま
し
た
。

一
日
目
は
、
標
高

八
百
六
十

。。一

の
耻
田
山
に
登
り
、
山
頂
で
庭
食
を

と
り
ま
し
た
。
山
頂
ま
で
は
急
な
登

り
で
足
が
痛
く
な
る
’ｒ

や
水
が
残
り

少
な
く
な
り
、
の
ど
の
渇
き
を
訴
え

る
子
な
ど
い
ま
し
た
が
み
ん
な
で
励

ま
し
助
け
あ
い
全
貝
無
嘔
山
頂
に
着

き
ま
し
た
。
炊
飯
活
助
で
は
、
マ
ッ

チ
で
の
火
の
着
け
方
、
た
き
木
の
燃

や
し
方
な
ど
に
苦
労
し
な
が
ら
も
、

み
ん
な
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
次
の
凵
は
。
全
貝
で
力
を

合
わ
せ
ビ
ッ
ク
タ
ー
プ
の
撤
収
作
業

と
炊
事
場
の
消
掃
を
一
生
懸
命
行
な

い
ま
し
た
。

二
口
閥
に
わ
た
っ
て
、
暑
さ
や
虫

さ
さ
れ
に
も
負
け
ず
、
力
を
合
わ
せ

て
活
助
し
た
ｆ
ど
も
た
ち
は
、
ひ
と

回
り
大
き
く
成
艮
し
ま
し
た
。

真
夏
の
太
陽
の
下
で

元
気
に
水
遊
び

～
子
育
て
教
室
～

青
い
空
に
ギ
ラ
ギ
ラ
と
輝
く
太
陽
、

最
高
気
温
三
十
四
度
、
正
に
水
遊
び

に
埴
塘
の
八
月
六
日
、
子
育
て
教
室

生
の
皆
さ
ん
は
、
双
子
で
町
民
プ
ー

ル

に
集
合
し
ま
し
た
。

開
始
の
合
図
と
同
時
に
さ
っ
そ
く

プ
ー
ル
に
入
る
Ａ
君
、
母
親
に
し
が

み
つ
い
て
離
れ
な
い
Ｂ
子
ち
ゃ
ん
。

『
ぽ
く
は
、
プ

ー
ル

に
は
入
ら
な

い
。
』と
プ
ー
ル
サ
イ
ド
で
頑
張
る
Ｃ

君
と
、
初
め
は
大
変
で
し
た
が
、
や

っ
ぱ
り
’ｒ

ど
も
は
、
悁
れ
る
の
が
早

く
水
を
こ
わ
が
っ
て

い
た
ｆ
も
う
そ

の
よ
う
に
、
ビ
ー
ト
板
や
浮
き
輪
を

使
っ
て
ス
イ
ス
イ
と
…
……

遊
ん
で

い
る
う
ち
に
浮
く
こ
と
を
覚
え
て
満

足
そ
う
な
笑
飯
に
変
わ
り
ま
し
た
。

み
る
み
る
う
ち
に
上
述
し
、
お
母

さ
ん
達
も
び
っ
く
り
。
あ
っ
と
い
う

間
に
一
時
間
半
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
プ
ー
ル
か
ら
上
が
る
時
に
は
。

「
も
っ
と
」
と
泣
き
だ
す
子
も
で
る

し
ま
つ
。
親
子
で
水
に
戯
れ
る
姿
は
、

火
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
限
り
で
。
楽
し

い
時
を
過
ご
し
ま
し
へ

行事のお知らせ

９月

16日（木） 町民陶芸教室

阿津賀志学級･くにみ女性教宣

くスポーツ民踊）
パソコン斂官

17日(金) 子育て教室(保膏所見学)

子ども移動図書館(蓐田小３年)

パソコン教室

20日(月) 子ども移動図書館(大木戸)

パソコン教室

22日(水) くにみ女性教室(健康体操)

パソコン教室

24日(金) 阿津賀志学級･くにみ女性教室

(スポーツ民踊)

28日(火) 子育て教室(幼児と絵本U)

29日(水) くにみ女性教室(手芸 皿)

30日(木) 町民陶芸教室

10月

５日(火) 阿津賀志学級(書道グループ)

子ども移動図書館(大枝小)

６日(水) くにみ女性教室(手芸皿)

子ども移助図書館(小坂小)

８日(金) 阿津賀志学級･くにみ女性教室

(スポーツ民踊〉

７日(火) 阿津賀志学級(書道グループ)

10日(日) 町民大連勧会
13日(水) くにみ女性教室(研修旅行)

14日(木) 子ども移動図書館(森江野小)

国見町教育委員会生涯学習課
(観月台文化センター)

(  5 ) 2676 FAX ( 585 ) 2707

生涯学習
つうしん



朝
顔
展
示
観
賞
会

～
阿
津
賀
志
学
級
～

阿
津
賀
志
学
級
怛
例
の
朝
顔
展
示

観
賞
会
は
、
八
月
六
日
、
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
．

春
四
月
、
全
学
級
生
に
対
し
て
朝

顔
の
種
子
を
配
布
し
て
よ
り
五
月
譽

ぱ
ま
で
に
は
播
棟
さ
れ
、
芽
が
出
る

の
も
待
ち
遼
し
く
．
日
夜
愛
情
細
や

か
に
生
肯
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
．
途

中
今
年
の
こ
の
天
候
に
も
左
右
さ
れ

た
の
か
、
多
く
の
学
級
生
か
ら
「
立

枯
れ
．
花
芽
が
付
か
な
い
．
花
が
小

振
り
．
病
気
」
等
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
が
、
低
糾
な
中
で
も
生
育
に
尽

力
し
．
出
品
さ
れ
た
方
は
こ
十
三
名
．

四
十
二
作
品
で
し
た
．

八
時
か
ら
作
品
の
搬
入
陳
列
が

始
ま
り
、
観
貧
者
も
続
々
と
お
い

で
に
な
ら
れ
、
夏
の
風
物
詩
の
一

つ
朝
顔
の
涼
を
楽
し
み
ま
し
た
。

学
級
生
は
十
時
か
ら
十
一
時
ま

で
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

に
お
け
る
合
同
学
習
会
（
阿
津
賀

志
学
級
・
成
人
学
級
・
く
に
み
女

性
教
室
）【
公
立
藤
田
総
合
病
院
院

長
原
田
先
生
の

「
健
康
づ
く
り
」
】

を
受
講
、
そ
の
間
、
新
井
博
先
生

と
高
橋
公
民
館
長
に
よ
り
作
品
の

審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
は
、
合
同
学
習
会
終
了

後
、
体
育
館
に
場
所
を
移
し
、
高

橋
公
民
館
長
・
安
藤
政
治
学
級
委

貝
長
の
あ
い
さ
つ
、
成
績
発
表
・

表
彰
（
金
賞
九
品
、
銀
賞
十
品
、

銅
賞
十
品
、
参
加
賞
全
貝
）
続
い

て
新
井
先
生
か
ら
講
評
（
作
品
の

す
ば
ら
し
さ
、
生
育
の
ポ
イ
ン
ト
、

管
理
の
仕
方
等
）
を
頂
き
、
来
年

こ
そ
は
の
心
意
気
を
秘
め
な
が
ら

敵
会
致
し
ま
し
た
。

役
艮
・
委
員
の
方
は
早
朝
よ
り

会
場
の
準
備
、
受
付
業
務
、
後
片

付
け
等
ご
協
力
頂
き
、
出
品
さ
れ

た
方
々
、
そ
し
て
観
賞
に
お
い
で

の
方
々
に
対
し
厚
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

松
浦
・
吉
田
ペ
ア
が
優
勝

～
町
長

杯
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会
～

八
月
二
十
二
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
体
青
館
で
、
第
八
回
町
長
杯

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
大
会
が
闘
か
れ
ま

し
た
。

大
会
に
は
、
町
内
の
バ
ウ
ン
ド
テ

ニ
ス
愛
好
者
ニ
ト
ニ
名
が
出
鳩
し
、

男
女
又
は
女
子
に
よ
る
ペ
ア
を
編
成

丿
選
リ
ー
グ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

成
禎
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
勝
・
：
松
油
稔
・
吉
田
富
災
子

ペ
ア
▼
凖
優
勝
…
安
孫
子
ツ
グ

ー
佐

藤
洋
子
ペ
ア
▼
第
三
位
…
小
室
ア
サ

子
・
鴫
原
ア
キ
イ
ペ
ア

ダ イ ナ ミ ッ クが 三 連 覇

~町長杯ナイター野球大会~
第４回町 長杯ナイター野球大会は 。７月８日

から ８月４日 まで 、上野台連勧公圃総合運勧場

で行な われました。

参加した ６チームは 。好脳負を練り広げ 。ダ

イナミック が三連覇を達成し まし た。

なお､成輔は次のとおりです。 ●優勝･･･ダイ

ナミ･ソク･・準優勝…国見ジャイアン ツ●第三位

…国 見町役嶋

新しい本が届きました

｛

一
般
図
書

｝

●一月物晒　　　　　　　　　 （平野敬一郎j
●君臣蔵心9　　　　　　　　　　C 火坂麗志）
●東京喊残彰　　　　　　　　　 嘩山寿二郎）
●昭和不良伝　　　　　　　　　 （斎藤憐.
●ちちんぷいぶい　　　　　　　　･ ‘神崎竄武:
●海を双つだ菷末の曲裴圃　　　　　　:I 宮永武ｼ
●日本人につけるクスリ　　　　　　　･: 孔儲｝

●老人力　　　　　　　　　　t 赤灣川原耳･
●狐のあしおと　　　　　　　　 （Ｆ滴哲IS）
・うつくしま百名山　　　　　　　　1 輿田博!･

【
児
童

図
書
一

●あいつの呈物　　　　　　　! あぴ子としこ!
●ＥＥ症糴群　　　　　　　　　　lla 海運也j
●ｕ神演曩よ・中 Ｔ　　　　　　　　･y 群仲琳〕
●三つのオレンジ　　　　　　　 ｛小西英子｝
●モンテクリヌト伯　　　　　　　c 松村友観:I
●御蝕の呪い　　　　　　　c ジェン シ・ スカ）

●パスLこのらない人たち　　　　･! シャン マーク）
・夕あかりのl　　　　　llA ・リンドグレーンj
・どきどき卵そうどう　　　 陦ｔサリン ケナー〕
●しぶうぽう罵のマックス　　 （アン ーアーノルド1

◇輿出しは５冊まで、幇間は２週閾です.

◇返すときは、登録番兮を馨いてカウンタら ．



にゅーす

ぱっく福
祉
に
役
立
て
て

農
業
経
営
者
海
外
派
遣

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
デ
ィ
ア
ズ
ー
マ
ッ
シ
ユ
ー
で
す

ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア
　
お
い
し
い
国
見
を
Ｐ
Ｒ

西大枝字古舘の新井玄饂さん愛子さんが禍祉

恥１ に役立ててください と、町に多額の寄附を

してくださいました。玄醜1さんは西松 な住職と

して。また愛了さんは教員として長年勤められ、

これまで皆さんに大変お皀話になったとのこと

です。r なかなかできる事ではありません。大

切に使わせていただきます。ｉ とＭ永町長、

このほど．英語指碍勣手として国Ｍ町にやっ

てきた、ディアズ･ マツシュー（ａ 駆 Ｍ繝鈿ｗ）

先生です．マツシューさんはｰ  974年生まれの24

歳、アメリ カ・サンフランシスコからきま

した．

日本葫を早く寛えて、たくさんの友だちを作

り．生徒や皆さんに英語を勉強することの．豪
し さ．お も しろ さ を伝 えた い と 語っ てい ます ．

これ から １年の 予定 で 県北中 な どで

英蘭を教えてくださいます．

農
業
経
営
者
淘
外
派
遣
嘔
業
に
よ
り
、
大
木
戸
字
中
穂
の

松
浦
腸
美
さ
ん
が
八
月
Ξ
ト

ー
ロ

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
け
牋

ぴ
立
ち
ま
し
た
．
こ
の
事
裏
は
．
晨
業
者
が
国
際
的
視
野
を

身
に
つ
け
、
経
曾
に
向
け
た
知
識
の
習
得
と
地
域
農
業
の
推

進
役
を
育
成
す
る
た
め
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
松
加
さ
ん
は
「
昨

年
勤
め
を
辞
め
餓
良
し
た
ば
か
り
で
、
技
術
や
経
営
に
つ
い

て
は
こ
れ
か
ら
で
す
．
海
外
の
生
活
に
触
れ
．
自
国
を
見
直

す
弔
か
ら
学
ん
で

き
ま
す
ご

と

述
べ
て
い
ま
す
。

オ
ラ
ン
ダ
や
ド

イ
ツ
な
ど
四
力

国
を
訪
問
し
今

月
十
日
に
州
国

し
ま
す
。

ふ
く
し
ま
ビ
ッ
グ
フ
ェ
ア
が
福
島
竸
鵬
場
に
お
い
て

。
八
月
ｔ

一

日
か
ら
卜
こ
ｕ

の
二
1
:
1閥
開
催
さ
れ
。
県
内
9
0市
町
村
の
特
産
品
の

販
売
と
鮒
介
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
国
見
町
か
ら
は
お
い
し
い
桃
を
は

じ
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
作
っ
た
竹
炭
、
体
に
安
心
く
わ

ご
ジ
ャ
ム
な
ど
を
売
り
込
み
ま
し
た「

会
場
で
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ

ョ
ー
や
歌
謡
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
い
ま
し
た
。

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

う
ち
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん

大
木
戸
小

関
根

輯

う

ち

の
お

ば

あ
ち

ゃ
ん

と

お
じ

い

ち

ゃ
ん

は

熔
仕

事

を
し

て

い

ま
す

。

煬
に

徊

を

ま
い

た

り

。

水

を
か

け
た

り

、
ト

マ
ト

を
と

っ

た

り
し

ま

す

。

そ
れ

か

ら

、
え

だ

ま
め

や
な

す

。
き

ゅ
う

り

を

と
っ

た

り
し

て

い

ま
す

。
た

い
へ

ん

で

す

。
私

尠

謇
を

遍

ん

だ

り

。

手

伍

い
を

し

て

い

ま

す

。

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

は

い
つ

も

。

お
べ

ん

と

う

を

作
っ

て

く

れ

ま

す

。
わ

た

し

が
大

人

に

な
っ

た

ら

、

お

ぱ

あ

ち

ゃ

ん
に

お
べ

ん

と

う

を

作

っ
て

あ

げ
ま

す

。

私

が

ピ
ア

ノ

を

ひ

い
て

い

る
と

「
じ

ょ

う

ず

だ

ね
」

と

ほ

め
て

く

れ

る

や

さ

し

い
お

ぱ

あ

ち

ゃ
ん

で

す
。

お

じ

い

ち

ゃ

ん

は

、

勉

強

を

教
え

て

く

れ

た

り

。

梅

を

な

お

し
て

く

れ

ま

す

。

く

ま

を
と

っ

た

り

。

い

の

し

し

を
と

っ

た

り

。

う

ち

の

前
で

鳥

を
と

っ

た

り

し
て

く

れ

ま

す

。

お

じ

い

ち

ゃ

ん

の
と

っ

た

肉

は

お

い

し

い

で

す

。
私

は

、
こ

ん

な

お

じ

い

ち

ゃ

ん
と

お

ぱ

馮

ち

ゃ

ん

が

大

好

き
で

す

。

お

ば

あ

ち

ゃ

ん

。

お

じ

い

ち

ゃ

ん

。

い
つ

ま

で

も
長

生

き
し

て

く

だ

さ

い

ね

。

『
児
！

生

徒
文

集く

に

み

第

割

号

』

か

ら
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